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Ⅰ．はじめに
武庫川女子大学教育研究所／子ども発達科学研究センター（以下、子どもセンター）
は、₂₀₀₉年４月に、教育研究所の下部組織として設置された。子どもを中心とした研究
は、発達障害の発生機序やストレスマネージメント、耐える力の形成など今日の喫緊の問
題を多く含む重要な領域であると思われる。このこともあり、本研究センターも時限付き
としてスタートしているが、科学研究費、西宮市委託研究、メディカ出版研究助成などの
外部資金と、学院より申請された私学研究助成などが示すように、その成果が大きく期待
されている。
現在、JST のコホート研究において蓄積されたデータ移管を円滑に行うための調整を進
めているが、移管後はできるだけ早くデータ・クリーニングと研究者の共同利用に関する
規程を作成し、データの有効利用を進めたいと考えている。設置２年目であるが、多くの
成すべきことが待っている。
Ⅱ．2010年度の子ども発達科学研究センターについて
１．本年度の取り組みについて
₂₀₁₀年度の取り組みの詳細については概要に述べられているが、従来の研究を継続しな
がら、研究の充実と社会還元をセンターのテーマとして取り組んできている。また、セン
ターは学院全体の国際研究交流に関する基盤作りの一翼として、フォートライトとその近
隣大学との共同研究設計にも携わってきている。昨年８月に学院とゴンザガ大学との間で
研究協力の覚え書きが交わされたが、研究センターはこの協定を活用して、ゴンザガ大学
教育学部と西宮市との共同研究として、中高生の生活実態調査の研究を計画している。こ
れは、子どもの研究をプラットフォームとして、子どもを取り巻く環境と発達に関する研
究として位置づけられている。
また、昨年₁₁月より、教育行政や子どもの育ちと教育に造詣の深い、玉井日出夫先生を
客員教授としてお迎えし、研究センターの構想や研究のまとめ方などのご指導を頂いてい
る。
２．外部資金の獲得について
子どもセンターは教育研究所の研究組織として、外部資金の獲得を期待されている。
₂₀₁₀年度の研究費としては、①科学研究費補助金　基盤研究（A：課題番号₂₁₂₄₃₀₃₉）、
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②西宮市保健所₁₀か月アンケート健康診査及びフォロー事業に関する委託研究費、③私立
大学経常費補助金特別補助の他、④三重中央医療センター、⑤メディカ出版などからの研
究助成費を受けている。
研究の成果報告は後述されるように、一定の成果をあげつつある。
３．次年度に向けて
₂₀₁₁年度の計画は概ね昨年通りであるが、臨床教育学研究科に発達障害を専門とする小
児科医である石川道子先生が着任されることもあり、地域連携を中心とした活動が活発化
すると考えている。発達障害の理解とともに、養育者への支援についての講演会等も開催
できればと考えている。
科学研究費による追跡研究の対象のうち、一部の協力者の方は₂₀₁₁年４月に小学校に入
学する。研究のメインアウトカムである、学齢期における社会性の発達と乳幼児期の行動
との関連性についてようやく解析できるようになる。
西宮市の乳幼児のフォローアップに関する委託事業は３年目を迎え、大規模コホート
データが集積されつつある。これらについては、市との連携のもと調査結果の発信を進め
ている。
国際比較研究については、研究交流覚え書きが交わされた、米国ゴンザガ大学との中高
生の生活習慣と学校での活動についての研究が₂₀₁₁年４月から開始される。この研究は、
西宮市教育委員会との協力で進められることになっている。
現在、これらの研究を進める上での人的資源の確保が課題となっているが、大学院生の
研究の場としてセンター事業が活用できないか検討を進めていきたい。
Ⅲ．2010年度活動概要
₂₀₁₀年度は、上記の計画に従って研究と研究交流が進められた。
１．研究交流事業
２月にゴンザガ大学のアンジャリ先生が教育研究所主催の国際セミナーで来日された際
に、発達支援に関する研究打合せと、西宮市の支援学校の訪問を行った。また、国際研究
交流委員会の事業の一環として、センターにおける子ども研究が位置づくかどうかの検討
会を行った。これらについては、₂₀₁₁年９月を目途に進められる予定である。
スポケーン市と西宮市の中高生の生活習慣と学習についての研究については、西宮市教
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育委員会との共同研究として、ゴンザガ大学との間で調整が進められている。
２．すくすくコホート三重・武庫川チャイルドスタディ
⑴　2010年の進捗
すくすくコホート三重では、５歳の調査が終了し、６歳の調査が計画・開始された。
NICU のコホート調査では、３歳６ヶ月児の調査が行われた。
武庫川チャイルドスタディでは、３歳６ヶ月児に対する観察調査を企画・実施した。
2010年の参加者は、３歳６ヶ月時点：観察・質問票の参加36組、質問票のみの参加14組
（返送見込み２組含む（2011年２月現在））、２歳６ヶ月時点：観察・質問票の参加２組で
あった。2010年は、次子の出生などによる多忙・市外への転居による中断があった。当該
児に関する個別相談や、同胞に関する相談も寄せられた。武庫川チャイルドスタディの観
察スタッフによる対応のほか、一部は小児科医との個別相談の機会を設定した。
すくすくコホート三重と武庫川チャイルドスタディ共同で、調査協力者向けのニューズ
レターを発刊した。
２月に科学研究費補助金のメンバーで、全体ミーティングを開催し、３年目を迎えるに
あたっての現状確認と今後の方向性について確認した。
⑵　今後の展望
すくすくコホート三重では、引き続き６歳の個別の観察調査を実施する。加えて、対象
児の一部が小学校入学を迎えるのに合わせて、入学時アンケート調査（一斉）を実施す
る。
武庫川チャイルドスタディでは、引き続き３歳６ヶ月児の調査を実施するとともに、５
歳の観察調査の企画を行う。
３．西宮市研究協力・受託事業
⑴　2010年の進捗
西宮市保健所地域保健グループとの研究協力は、₂₀₁₀年度も継続された。₂₀₀₈年に「乳
児後期アンケート」をパイロット研究としてスタートさせ、₂₀₀₉年からは、「₁₀か月児ア
ンケート健康診査」として市からの委託を受け、協力を継続している。また、アンケート
結果に基づき、ハイリスク児の抽出を行い、フォロー事業である「すくすく相談会」への
参加を促す取り組みも継続された。
₂₀₀₈年度中に開始された１歳６ヶ月児に対するアンケート調査も引き続き実施された。
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また、₂₀₀₈年にパイロット研究の対象となった児が今年度３歳５ヶ月を迎え、３歳児健康
診査が実施された。このタイミングに追跡調査が計画され、₁₁月よりアンケート調査が実
施されている。
⑵　今後の展望
パイロット研究のデータ整理を行う。０歳₁₀ヶ月・１歳６ヶ月のデータを接続し、フォ
ロー事業から得られたデータの検証を行う。また、３歳５ヶ月時のデータ・クリーニング
を進め、今後の分析方針を検討する。
健診ベース第１期（2009年度スタート）・第２期（2010年度スタート）のデータ・ク
リーニングと接続を行う。健診ベース第３期（2011年度スタート）のハイリスク抽出など
の業務を引き続き行う。
４ ．子どもの育ちと学びを支える専門職の方のための「子どもの発
達」を学ぶ会
⑴　2010年度の取り組み
₂₀₀₉年度に引き続き、『子どもの育ちと学びを支える専門職の方のための「子どもの発
達」を学ぶ会』（以下、学ぶ会）を開催した。₂₀₀₉年度は、発達障害の理解を中心に、子
どもたちのさまざまな育ちの道筋への理解や、子どもたちそれぞれの個性に合わせた見守
り方、子どもの育ちと学びをつなぐための方法などについて、専門職者とともに学びを深
め、支援提供を行った。₂₀₀₉年度の取り組みは、主に子どもの理解に焦点を当てたもので
あった。ところが、ケース・カンファレンスや、現場での問題を議論する中で、どのよう
に家庭・母親にアプローチしていくか、ということについて、現場ではさまざまな問題を
抱えていることが明らかになった。
そこで₂₀₁₀年度は、養育者へのアプローチに焦点を当てることにした。近年、発達障害
児への一つのアプローチとして、「ペアレント・トレーニング」という手法が注目を集め
ている。これは、親（養育者）が、子どもたちに適切に対応できるよう、学ぶ、あるいは
トレーニングを受ける機会を提供する取り組みである。今日、さまざまな手法が提唱され
ているが、その中から、行動分析的なアプローチを取り上げた。この手法について学び、
同時にトレーニングを企画実施する立場から検討することで、親（養育者）や家庭に、ど
のようにアプローチをすることができるかを考える機会とした。
⑵　実施記録
学ぶ会は、武庫川女子大学学術交流館１階会議室を利用して、おおむね月１回、土曜日
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に開催された。講演・検討時間は、₁₀：₀₀～₁₁：₃₀である。開催日時と実施内容を表１に
示した。
⑶　各回の講演内容抄録
１）　第１回　本年度の全体的な計画について
（講師：河合優年）
１．年間計画
本年は、ペアレント・トレーニングについて、その基礎となる考え方と具体的な方法に
ついて考えて行きたい。昨年は、特別な支援を必要とする子どもの理解を中心に、参加者
の実践場面における具体例の検討などを行ってきた。これらの子どもと養育者への関わり
は、保健・保育に従事するものにとっては重要であると同時に、難しい問題でもある。
母子にどのような接し方をすればよいのか、どのような支援をすればよいのか、など支
援者としての関わり方を、ペアレント・トレーニングを通して考えてゆきたい。
２．2010年度最終回のブレーンストーミングのまとめ
昨年の最後に、子育てにおいて問題となっているものは何かということで、ブレーンス
トーミングを行った。図はそのときに参加者から出された項目を整理したものである。
表１　子どもの育ちと学びを支える専門職の方のための「子どもの発達」を学ぶ会　開催報告
回 日程 テーマ タイトル 担当者 参加者数 院生参加
１ ５月８日 年間計画
本年度の全体的な計画
について
河合優年
（武庫川女子大学）
23 ３
２ ８月７日
ペアレント・トレー
ニング　概論
ペアレント・トレーニ
ングを始める前に
石川道子
（名古屋市立大学）
22 １
３ ９月４日
ペアレント・トレー
ニング　基礎
発達障害の捉え方 石川道子
（名古屋市立大学）
18 ３
４ 10月２日
ペアレント・トレー
ニング　体験（１）
現状把握シートを書い
てみよう
石川道子
（名古屋市立大学）
16 ２
５ 12月４日
ペアレント・トレー
ニング　体験（２）
現状把握シートの使い
方
石川道子
（名古屋市立大学）
15 ２
６ １月８日
ペアレント・トレー
ニング　体験（３）
実際の場面での保護者
への対応
石川道子
（名古屋市立大学）
19 １
７ ２月５日
ペアレント・トレー
ニング　体験（４）
やりとりシートの使い
方とまとめ
石川道子
（名古屋市立大学）
12 ０
８ ３月５日 実践の現場から
西宮市子育て総合セン
ター家庭療育等支援講
座　ペ ア レ ン ト・ ト
レーニングの取り組み
須貝香月
（西宮市子育て綜合センター）
10 ２
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この図からは、問題となっている個々の要素が読みとれるが、問題が子どもと親（養育
者）をつなぐものの存在が重要であるということが読みとれる。右側にあるような、何ら
かの問題行動を示している子どもと母親（養育者）が直接対峙することは、適切なクッ
ションとなる仲介物がない場合には、互いのストレスを増すことになる。母親自身のスキ
ルが十分でない場合や、行動特性に著しい片寄りなどがある場合には、そのストレスはよ
り強くなることになる。このような場合には、仲介的なものが調整の方法や具体的な行動
を伝える必要がある。今年度の取り組みはこの部分にある。
３．本日の話題提供
今年は、ペアレント・トレーニングを例に取りながら、母子関係の調整方法について学
習する予定であるが、そもそもトレーニング（訓練）という考え方が、母子関係の在り方
に馴染むものなのであろうか。関係性とは何なのだろうか。本日は、養育者と子どもが相
互作用するということはどのようなことなのか、関係というのはどのような事なのか、何
母親自身の問題
対子ども
仲介環境・支援
システムの問題
生理的特性
子ども自身の問題
自分中心の関わり
行政システム
母子保健　福祉
向情報性
母親自身の行動特徴
レジリエンスの
弱さ
育児情報への
脅迫的追従
育児不安自信
の欠如
家族システム
父親の参加
祖父母の支援など
地域システム
セルフヘルプ
コミュニティー の再構築
言葉や運動の遅れ
広義の発逹の遅れ
相互作用の弱さ
強い人見知りなど
心理社会的特性
睡眠リズムなど
の乱れ
摂食行動の問題
子どもへの適切
な関わりがわか
らない
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が期待できるのかという事について、まず述べておきたい。
⑴　相互作用と関係性
まず、人間の関係性を示すいくつかの用語について述べてみたい。最近では、コミュニ
ケーション能力という言葉がよく用いられる。コミュニケーション（Communication）は
大人にとっても重要である。コミュニケーション能力やコミュニケーションスキルが様々
なところで問題となっている。しかし、コミュニケーションそのものが持っている意味
は、「情報伝達」である。そこではいかに客観的に情報が伝えられるかが重要な点とな
る。問題は、情報を伝えるという、機械的な側面だけでよいのかということにある。
人と人がやりとりをすることは、相互作用（Interaction：インターアクション）と呼ば
れている。母子関係では、母子コミュニケーションという言葉は決して使われない。日常
的にも研究の上でも、母子相互作用（Mother-Infant interaction）という言葉が使われる。
そこでは、単なる情報の伝達ではなく、二者以上の間でのやりとり、とりわけ双方向のや
りとりが重要なのだという考え方がある。そこでは、作用（action）と反作用（reaction）
というような、行動のやりとりが見られる。私たちが見ているのは、行為そのものとな
る。
問題は、その行為と行為の間に作られる感性性（Relationship：リレーションシップ）
なのである。それは、行為と行為の間に生まれる、「意味」を含んでいる。相互作用にお
ける行為に、両者が何らかの意味を加えているのである。例えば、子どもが何かしている
時に、それを見ている母親が子どもに笑いかけているから、その行為は許されているとい
うわけではない。笑っているがその意味は、「そんな事をしてよいの？」という禁止であ
ることもあるのである。このような行為と行為の間に作られた関係性こそが社会的存在と
しての人間の特徴であり、母子関係の成り立ちにおいて重要な視点となる。見えているも
のとその意味について考えておくことは、母子の行動を理解する上で重要である。それら
は知覚と認知という言葉で表されている。
⑵　知覚と認知
知覚（Perception）はそこにあるものを検出し、その存在を脳に伝えそれが何であるか
を知る行為である。世界にある全てのものには名前が付けられていて、それを他と区別す
ることができる。母親は子どもの顔を他の子どもと区別して知覚し、子どももまた親の顔
を知覚する。しかし、多くの大人の中から自分の母親を見つけた子どもにとって、それは
安心対象の存在が確認されたことを意味し、単に物として区別しているだけでなく、笑顔
を伴った、安心感とうれしさの感情と繋がっているのである。
今年度の講座の中でも、認知（Cognition：コグニション）という言葉が多く出てくる。
認知は、母親の顔を見た子どもの例のように、知覚対象に対する意味付けを含む活動であ
り、見えている子どもの行動にどのような意味を読みとるのかという、重要な部分にな
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る。昨年のまとめで示された図で子どもの問題点について触れたが、弱さを母子関係の形
成にとってどのような意味を持つと考えるのかが、私たちの母と子への関わりと関係して
くることになる。では、意味づけができると何が変わるのだろうか。
⑶　子どもの気持ちが分かると子どもも変わるか？
興味深い研究結果がある。エインズワース（Ainsworth）は、愛着の質を決定する重要
な要素は、子どもが発する信号に対する母親の感受性であると考えている。彼の研究によ
ると、子どもの発する信号に適切に応じていると自己評価している母親でさえも、子ども
の泣きの₅₅％を無視しており、おとなしくなるまで放置していると自己評価した母親は、
実に泣きの₉₇％を無視していたとされている。このことは、私たちの意識と行動が必ずし
も一致していないことを示しており、母子関係の形成においても重要なポイントとなる。
さらに興味あるのは、このような母親の育児態度は、３ヵ月齢までは子どもの行動発達
に対して、何ら影響を及ぼさなかったが、９ヵ月齢に達した時の子どもの行動には、大き
な相違が認められた点である。具体的には、適切な応答を返してもらっていた子どもは泣
きの量が少なく、肯定的な気分が多く、社会的相互作用が円滑に行えるなどの行動特徴を
示したのに対して、自分の発した信号を無視され続けた子どもは、不安が強く、泣きの量
が多く、自己鎮静能力に劣るなど行動の否定的行動が目立ったのである。
最近のブレサートン（Bretherton）の研究によると、安定愛着型の子どもの母親は、生
後３ヵ月までの泣きに対して適切な応答を返しており、子どもに頻繁に注意を向け、微笑
み、言葉かけを行い、抱き上げの頻度も高く、愛情込めて接触しているとされている。一
方、回避型の子どもの母親は、相互作用が少なく、ルーティン的な接触のしかたで、子ど
もの欲求を積極的に汲み上げようとする姿勢が見られないとされている。
このような相互作用の違いに起因すると考えられる子どものパーソナリティ特性は、２
歳に達すると、さらに大きな違いを生み出す。たとえば安定愛着型の子どもは、注意のス
パンが長く、気が散ることが少ないとされている。このタイプの子どもたちは、自由遊び
場面で肯定的な感情表出が多く、自信をもって道具操作が行える。また、困った時に母親
に素直に援助要請ができるなどの行動特徴をもち、また、共感性が豊かで外向性であり、
友達と良好な関係を築くことができるとされている。
発達初期における母子関係の在り方が後の子どもの行動と関係していることは、直感的
にも分かっているが、実証的な資料と具体的な関わり方などの資料は、子育てに不安を感
じている養育者、とりわけ母親への支援の在り方を示唆するものである。今回のペアレン
ト・トレーニングにおいても、これらの点について触れられることになる。
⑷　母子相互作用の規程要因
具体的な子ども理解と支援の在り方については次回からとなるが、最後に母子相互作用
を規定すると思われる要因について述べておきたい。これらは、暗黙のうちに私たちの行
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動を左右するようなものである。分析的に捉えると客観化できるものも、実生活では意識
にすら上がらないことが多い。これらの例をいくつかあげておきたい。
乳児の性別は、以外と意識されていないが、後述する子ども観とも関係して母親の行動
と関係している。男の子は男らしく、女の子は女らしく育ってほしいという思いが、関わ
り方に影響するのである。活発で男らしい女の子は、ひょっとすると母親からすると困っ
た子どもになるかもしれないのである。子どもの反応性と母親の応答性も母子関係と関係
してくる。母親の働きかけに対して興味を持ち、微笑みながら応えてくる子どもは養育行
動を促進させる。逆に、反応の少ない子どもは難しいという印象を与えることになる。母
子関係は、先に述べてきたように、両者の間に生じる見えない意味づけであり、認知的な
ものなのである。子どもの行動の意味を知り、自分の行動を少し離れたところから見てみ
るという、ペアレント・トレーニングの意味はここにあるのである。
４．親となる過程の理解
今回のお話しでは、母子関係を理解する上で必要となる基本的な考え方について述べた
が、生物学的な関係性を持つ成体（大人）と幼体（子ども）が、心理的なつながりを持つ
親子になる過程については、さまざまなコースがあり、唯一無二の理想的なコースがある
わけではない。さまざまな形がありながらも、そこにある共通性を知ることは、子育て支
援の関係者にとっては意味のあることではないかと考える。
今年一年が実りある物になればと考えている。
２）第２回　ペアレント・トレーニングを始める前に
（講師：石川道子）
１．ペアレント・トレーニングのねらい
ペアレント・トレーニングとして実施するときは、全６回で実施するのでもう少し時間
をかけるが、今回は、概要の紹介をし、手法を役立てるということで、抜粋してお話しす
る。
まず、ペアレント・トレーニングのねらいは、子どもの現状把握をすることである。対
象となる子どもは何ができて何ができないか、何が分かって何が分からないかということ
を正確に把握する必要がある。発達障害と診断されると、色んなことを教えていかなけれ
ばならない、発達させなければいけない、と焦るあまり、子どものことが見えなくなって
いることが多い。子どもの能力よりも高いことを要求している場合が多い。
もう１点は、理論的に分かるだけでなく、母親（主たる養育者、以下、母親）が、今、
具体的な行動として子どもに対して何をすればよいかわかるようになることである。発達
障害について知識を持ったり理解をしていたりしたとしても、実際に子どもに対してどう
すればよいか、ということを母親だけで具体的に考え、行動に移すのは難しいことが多
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い。
２．現状把握シートを書く
実際の講座では、ワークブックを用いてトレーニングを進めている。ワークブックは、
現状把握シートとやりとりシートに分かれている。まず、現状把握シートが書けるように
していく。この現状把握シートには、子どもの状態について〔いいところ〕、〔努力してい
るところ〕、〔直したほうがよいと思う気になるところ〕、〔困ったところ〕、という４つの
書く欄がある。
⑴　まず書いてみる
最初に説明せずにシートに子どもについて記入してもらうと、母親は、あれもこれも
困ったことがいっぱい、というようになっている場合が多いので、〔困ったところ〕の欄
はたくさん書くことができる。また、ほめて育てる、ということをよく言うので、〔いい
ところ〕も書けることが多い。ところが、〔努力しているところ〕、〔直したほうがよいと
思う気になるところ〕は、何を書くのかがそもそも分からないときもあり、書くことが難
しい。この欄を、講座を通じて書けるようにする。特に〔努力しているところ〕の欄は、
今子どもに何をさせればよいかという練習方法が分かると書けるようになるので、この欄
を書けるようにしていくことが重要である。
次に、同じシートを使って、母親自身について現状把握シートを書いてもらう機会を作
る。そうすると、子どもの現状把握のときとは逆に、〔努力しているところ〕、〔直したほ
うがよいと思う気になるところ〕は書けるが、〔いいところ〕、〔困ったところ〕の欄は書
けないことが多い。発達障害児を持った母親は、自分自身を駄目な母親だと思っているこ
とが多く、自己評価がとても低いことが多い。表面的にはポジティブなことが書ける母親
でも、根本的なところで自己肯定感が低いことが多い。参加した母親に、「私って結構い
いお母さんかも」と思ってもらい、自己肯定感を持てるようにすることが、この講座の隠
れた目標でもある。また、「（ここにいる人は）みんな〔いいところ〕が書けてないんだ、
自分だけじゃないんだ」ということを共有してもらうことも重要である１）。
⑵　いいところ
〔いいところ〕が書けない、ということに注目して、なぜ書けないのか、というところ
から書き方の説明を始める。例えば、日本では、周囲からの反感を避けるために、自分の
能力や有利なことについてはひけらかさず謙遜するように（暗黙裡に）教育される。結果
として、実際どうあれ、自分のことをいいように言うと自慢しているなどと反感を持たれ
るのではないか、これができる、というように言うと、たいしてできないのに、と否定さ
れてしまうのではないかという恐れや不安が生じるようになってしまう。また、（察し
て）できて当たり前、できないと怒られるという中で、ほめられて育ってこなかった人も
多いのではないか。母親が自分の〔いいところ〕を書けないのは、そのような文化の中に
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適応してきたからではないか、というように指摘する。
この状態から、正しい自己評価が書けるようになるには、自分でこれは自分のいいとこ
ろだと思うだけでは不十分で、人からいいところだと言ってもらう必要がある。「ここは
あなたのいいところだよ」ということをはっきり言語的に知らせてもらうことで、自己評
価を修正することが可能になる。
このことが理解されると、次に子どもの場合に対して適用していく。つまり、子どもに
対して、はっきりと言語化して、ここはいいところだ、というように伝えてあげないと、
子どもの自己評価を下げてしまうような子育てになる、ということである。また、母親が
子どもの行動を明確に言語化して理解することで、的確にほめることができるようにな
る２）。
〔いいところ〕の書き方で特に気をつけるべきことがある。これを伝えるために、まず
それぞれの記述を読み上げてもらい、それは良い記述、それはダメな記述、というように
仕分けていくことをする。そして、どのような基準かを説明していく。いいところの記述
としてよく出てくるのが、「素直」や「まじめ」、「優しい」といった形容詞である。これ
らはダメな記述の代表である。形容詞で表されるような大まかな印象を述べたような記述
ではなく、何を見てこのような印象を持ったのか、という具体的な行動レベルの記述がよ
い記述である。例えば、歯磨きを必ずする、というように習慣づいた子どもが、眠くてウ
トウトしながらでも歯磨きを一所懸命にやっているのを見て、「まじめな子」だと思った
のであれば、「眠くても歯磨きを欠かさずにする」という具体的な行動レベルの記述がよ
い記述である。具体的であるほどよい。ワークブックを書くことを通じて、形容詞で考え
るのではなく、行動レベルで考えるスキルを身につけるのである。
ここで起こりえる問題として、学校教育から離れて長くなると、話すことはできても、
妥当な量で簡潔に文章化する、ということが難しくなることがある。₁₀項目書けるように
と言っても、なかなか書けないことが多い。しかし、毎回宿題として現状把握シートを書
き直していってもらうことで、講座を通じて書けるようになったということを実感しても
らえるようになる。がんばってできるようになったことについて、評価することで、自己
評価を上げることができる。考えや印象を対象化させるためにも、具体的に行動レベルの
記述をする習慣をつけることは重要である３）。
そして、〔いいところ〕にどのような行動が記述されるべきか、内容が選択される必要
がある。ここに書かれるべきことは、他人と比較してできていることや優れていることで
はない。また、苦労しなくてもできることではない。発達障害を持った子どもであれば、
他者よりもできていることを挙げると、障害特性を記述することになることが多い。例え
ば、「ゲームが得意なところ」ということが挙がっていると、これは、「勉強しなくてはい
けないのに、ゲームばっかりしている」ということになり、場面で切り替えが出来ないと
P065-091.indd   75 2011/04/06   11:34:58
― 76 ― ― 77 ―
いう障害特性として〔困ったところ〕とつながってしまう。
ここに書かれることが期待されるのは、障害特性があって苦手なことなのに頑張って身
につけ、毎日継続してできている行動である。例えば、「着替えが毎日できていること」
というような行動である。これは、「発達障害で、肌が敏感で手指の操作が不器用なため
に着替えが苦手であるにも関わらず」という前提がある。他に、集団生活が苦手な子ども
であれば、「（集団生活が苦手であるにも関わらず）学校に行っていること」ということが
頑張って毎日継続していることである。食べる、一定の時間に就寝・起床するなども挙げ
られるだろう。つまり、現在はできて当たり前だと思っている行動の中で、頑張って身に
付けてきた行動を探すのである４）。
ここで期待されるような〔いいところ〕を探すのが難しい場合もある。例えば〔いいと
ころ〕として「ゲームを毎日やっていること」が挙げられたとするならば、これは、障害
特性を挙げていることになり、適さない記述である。しかしこれを、「（発達障害の特性
で、いつまででもゲームをしていたいのにあきらめて）毎日ゲームをやめられて寝ること
ができている」というように捉えなおすと、ここで期待される〔いいところ〕の行動記述
となる。
この前提を意識することで、母親の要求水準を下げることができる。大切なのは、何か
ができるようならなければと一所懸命になることではなく、当たり前に見えるけれどこの
子は頑張ってやっているのだ、というような見方に変換することである。要求水準を下げ
ることで、子どもをほめることができるようになる。
以上、〔いいところ〕の記述で押さえるべきポイントは、前提として、①人から指摘さ
れないと、いいところは自覚できない、そして、②記述は形容詞ではなく具体的行動レベ
ルで、③がんばって身に付け、継続できていることを書く、ということである。
　⑶　困ったところ
まず、自分が困っている、子どもが困っている、ということを分けて記号を付けてみる
ことから始める。この作業をしてみると、子どもが困っている項目が少ないことに気づ
く。子どもの行動を変えたいとき、子どもが困っている行動に対しては、スムーズに新し
い方法を教えることができる。しかし、子どもが困っていない行動を変えようとすると、
子どもにとっては、なぜ今のやり方ではダメなのか、ということになり、抵抗が大きい。
子どもの困り感をいかに正確に掴むかが重要である。
例えば、「宿題をやっていかない」ということについて、子どもも自分も困っている、
というように言う母親がいる。子どもは怒られて嫌だと思う、と母親は思っているのであ
る。ところが、怒られているときに人の話を聞いていない子どもであれば、特に困らない
と予想される。また、「忘れ物をする」ということについて、忘れたと先生に言えば、そ
の課題はしなくてもよい、ということになり、むしろ子どもにとっては忘れた方がよいと
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いうことになっていることもありえる。
このように、子どもの立場に立ってみると、母親の感覚とは異なっていることが見えて
きて、母親の困っていることは、実は子どもは困っていないということに気づくことがで
きる。そして、本当に子どもが困っていることはあまり挙げられていないことに気づくだ
ろう。この手順を踏むことで、困っていることの中から問題を絞り込み、今取り組むこと
を考えるのにつなげていくことができる。子どもが困っていることについては、行動を変
えるために本人も協力してくれやすい。
以上、〔困ったところ〕のポイントは、母親が困っているのか、子どもが困っているの
かを吟味すること、そして、本当に子どもが困っていることを発見することである。
　⑷　直したほうがよいと思う気になるところ
〔困ったところ〕で、どのようなことが本当に困っているのかをある程度見つけること
ができたら、さらに、今取り組むべきことに絞っていく。絞りこむことは難しい作業であ
る。ポイントは、①年齢（発達レベル）、②緊急性である。まず、年齢については、例え
ば、立ち便器で用を足すことがうまくできない場合、今頑張らせるよりも、もう少し身長
が伸びてから教えた方が失敗なくスムーズにいくだろう、というようなことである。ま
た、まだ手先が器用に使えないうちから自分で食事をとる練習をさせるのではなく、ス
プーンが上手に使えるようになってからにした方がスムーズにいくのではないか、という
ようなことである。つまり、その子どもの発達レベルに合わせて今取り組むか、後回しに
するか選択するということである。
ところで、発達障害の子どもたちは、このぐらいの年齢になれば、このぐらいのことが
できる、ということが当てはまらないことが多い。例えば、定型発達の子どもは、集団を
意識するというのは３歳くらいでできる。集団に入って行動するというのは、小学校高学
年くらいでできるようになる。ところが、発達障害の子どもたちは、集団を認識すること
が苦手なので、７、８年ずれてしまう。このような、発達障害特有の苦手な分野について
は、定型の子どもたちの発達レベルを基準に考えてしまうと、誤った基準で判断してしま
うことになるので注意が必要である。
次に緊急性であるが、生死に関わることについては、早急に行動を変えさせなければな
らない。例えば、高いところにどんどん登っていってしまうような行動である。これは、
本人は困っていないことが多いが、危険度が高いので早く対応が必要である。
以上、〔直したほうがよいと思う気になるところ〕を記述する際に気をつけるポイント
は、①年齢（発達レベル）、②緊急性である。このポイントを踏まえて、〔困ったところ〕
から今目標にしていくことを絞り込んで具体化していく。
　⑸　努力しているところ
それでは、絞り込まれた目標を、具体的にどう練習させればいいのだろうか。困ってい
P065-091.indd   77 2011/04/06   11:34:58
― 78 ― ― 79 ―
ると挙げられることには、大きく２種類ある。やらないといけないことをやっていない
か、やってはいけないことをやっているか、である。例えば、「朝起きて顔を洗って、服
を着替えて」ということが、やらないといけないことであるとすると、「顔を洗っていな
い、服を着替えていない」状態は、やらなければいけないことをやっていない、「服を脱
いで裸で走り回っている」というのは、やってはいけないことをやっている、ということ
である。これらの行動をどうやらせていくか、どうなくしていくか、ということでアプ
ローチは違ってくる。いずれにせよ、まず行動を具体化して把握することである。
例えば、「お友だちと遊べない」、ということがよく挙げられる。これは、発達障害の子
どもには難しいことであり、ずっと付いて回る問題である。さらに細かく、どんな場面で
お友だちと関わってないことが気になるのか、ということを見ていく。自由遊びの場合、
ペアになって動く場合、課題場面、というように具体的に考えるのである。そうすると、
やらないといけないことをやっていないか、やってはいけないことをやっているのかが見
えてくる。他に、「挨拶をしない」という困ったことについては、どんな場面の挨拶がで
きるようにしたいのかを出してもらう。そうすると、「幼稚園に登園したときに、先生が
挨拶をしてくれるのに、子どもが無視するのが気になる」といったように具体的に出てく
る。そうすると、「朝、登園したときに先生と挨拶をする」というやるべきことが出てく
る。
目標が設定されると、次にどうやってできるようにしていくかを考えていく。挨拶を教
えるのであれば、定型発達の子どもならば、「ここで挨拶をしなさい」と言えば済むし、
その他の場面でも挨拶をすることができるようになる。しかし、発達障害の子どもに何か
を教えるのは、独特の方法が必要となることが多い。発達障害の子どもの場合、「挨拶を
しなさい！」や、園に到着したときに「おはようは？　おはようは？！」と無理強いする
ようなアプローチだと、翌日は登園すら嫌がってしまうかもしれない。
そのようなときには、声をかけられて声を出すのは難しいかもしれないので、まず、声
が聞こえていることを示す動作を教えることから始める。例えば、聞こえたら手を上げる
や、先生とハイタッチのように手を合わせるといった動作である。最初は、お母さんが子
どもの手を持って上げさせるところから始めることになるかもしれない。最初は抵抗して
も、だんだんと抵抗せずに手を上げさせるようになるかもしれない。そうすれば〔いいと
ころ〕として、「挨拶のときに手を上げるという動作を抵抗なくさせてくれること」とい
うことが書けるようになる。そして、自発的に手を挙げるようになれば、「挨拶のときに
自分から手を上げること」が〔いいところ〕になり、評価していける。
こういったスモール・ステップで進めながら、本人が頑張って身に付けたことを少しず
つ評価していくことが重要である。これは、目標が的確に設定されていないとできない。
また、このスモール・ステップをどのように作っていくかというところで、専門家がペア
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レント・トレーニングをする意味が出てくる。いきなり挨拶はできないので、どう分解す
るか、ということである。講座では、母親が考えた方法を出してもらい、それにアドバイ
スをする形で進めていく。
さらに、多くの母親は、「声をかけないでも動いて欲しい」ということを願っている。
やらなくてはいけないことを、指示がなくてもやる、ということであり、やるべきことを
やる、の次のステップである。しかし、発達障害の子どもの場合、状況が見えていないこ
とが多いため、自発的に行動を起こすレベルにすぐに持っていくのは難しい。そこで、
「声をかければ₁₀₀％できる」ということをまず目標にする。そして同時に、その行動をす
るときに、何か必ず起こる動作を付けていく。このことで、その動作を見たら、「今やら
なくちゃいけないんだな」ということに気付けるようにする。他に、物の共有が難しい場
合、誰の物かがすぐに分かるように名前を書いておき、争いになったときにそこに書いて
あることで判断させていく、というようなことも例として挙げられる。このように人の手
がかりではなく、目の手がかりでわかるようにしていくことも１つのやり方である。
以上〔努力しているところ〕のポイントは、①スモール･ステップ、②手順が少ない、
③ごほうび、④目（視覚）の手がかり、である。
２．やりとりシートを書く
現状把握シートが書けるようになったら、やりとりシートに移る。こちらには、日常の
出来事を書いてもらう。どんな問題行動が起こり、どんなふうに自分や家族が言って行動
したのか、子どもがどうしていたのか、など詳しく再現してもらう。実際に書こうとする
と、多くの母親が最初は書けない。それは、自分が怒ったことは思い出せるが、何をした
のか、子どもがどうしていたかなど思い出せないためである。やりとりシートが書けると
いうことは、少し冷静に自分のことも子どものことも見られているということである。
少し書けるようになったときに気付くのが、自分の怒っている台詞が長すぎるというこ
とである。前のことを持ち出したりネチネチと説明を繰り返していたりして、書くのがと
ても大変だったという感想が出てくる。子どもの行為も書いていくと、タイミングが合っ
ていないということにも気付くことができる。うまくいったときと、うまくいかなかった
とき両方を書いてもらい、違いを検討する。この作業を通じて、なぜうまくいかなかった
のか考えることができる。
また、できるはずなのに、抵抗するということも出てくる。その場合、条件を揃えるこ
とでできるようになることが多い。うまくいったときには、どのような条件が揃っていた
のか、ということを、プロセスを振り返る中で確認していく。
そして、主催している人が母親役、書いた本人が子ども役で、ロールプレイングをする
こともできる。子どもの台詞を言ってみると、自分の言った台詞によってこんな風に傷つ
いたんだということが分かる。これを実施すると、他の母親から、うちもよくある、昔
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あった、という感想がでてくる。このように、日常で問題がよく起こっているシーンとい
うのはあるようだ。朝のシーンと車（電車？）の中、宿題をやりなさい、などは、困った
ことが起こる場面としてよく出されてくる５）。
講座に参加している母親にどの年齢の子どもがいるのかによって、気付きが増える。例
えば、子どもの年齢が高い母親から、子どもの年齢の低い母親に、「そんなことは大きく
なれば気にならなくなるから、今そんなに神経質にならなくても大丈夫」とか、「それ
は、後になって今も苦労しているから、先に頑張っておいた方がよい」、というようなこ
とが出てくる。
３．まとめ
現状把握シートは、４つの欄があるが、それぞれ独立したことではない。〔いいとこ
ろ〕でまず行動の記述の仕方を押さえ、次に〔困ったところ〕から、子どもが困っている
ことを選び出す。〔直したほうがよいと思う気になるところ〕で、目標をたて、そのため
にどのようなステップを用意すればよいのか考え、〔努力しているところ〕では、今何を
すればよいのかが具体的に分かり、行動できるようにしていく。そして、努力してできる
ようになったことを〔いいところ〕として評価していく。
ここで紹介したトレーニングの考え方というのは、応用行動分析の手法である。これ
を、難しい言葉ではなく、実際の具体的行動を見ていくことで気付いていってもらう、と
いうことを順を追って実施している。
３）　第３回　発達障害の捉え方
（講師：石川道子）
１．ペアレント・トレーニングに役立つ発達理解
家族の方が子どもの理解ができるように、ということで、フォーマットの決まったもの
を使っての取り組みを紹介した。これを実施する専門家は、発達障害の子どもが、どう
いったところでつまずくのか、ということを把握している必要がある。今回は、どの年齢
で、どのような主訴で来ることが多いのか、ということを中心にお話しする。
２．言語発達
発達障害の子どもがまず目立ってくるのは、言葉の発達である。「言葉が遅い」という
ことで、健診でチェックされる。母親も気付きやすい。言葉が出ているという中にも、い
くつか注意すべき種類がある。
１つ目は、変な言葉をしゃべっている、というものがある。特に初語で、変わった言葉
を出す。通常その月齢の子どもが興味を示さないような、発音のしにくいものが出てく
る。その後も、非常に偏った固有名詞を沢山覚えている。２つ目には、丸ごと覚えてしま
うようなタイプである。これは、文章でしゃべっているのだが、アニメ、天気予報や
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ニュースの口調のまま覚えているのである。３つ目には、しゃべっているのだが、一方的
で、こちらの言うことは聞いていない、会話が成り立たないタイプである。
学童期になると、一方的でこちらの質問には答えてくれない、というタイプは、このま
まひきずっていくことが多い。また、その年齢に応じた言葉でない子どもも、大人のよう
な言葉でしゃべっていることが続いていく。学童期に入っても、有意味語が出てこないと
いうことになると、いわゆる知的障害の範囲になってくる。
３．身辺自立の遅れ
　⑴　排泄
食べる・着替える・排泄などあるが、一番引っかかるのは、排泄の自立である。トイ
レット・トレーニングがうまくいかず遅れるというだけではなく、自分のやり方で自立し
ていくというパターンもある。
排泄（小）は回数も多いので、比較的介入しやすいが、排泄（大）は困難なことが多
い。よくあるのは、オムツの中でしかしない、ということである。これは、乳児期に身に
付けたパターンのまま変わっていないと考えられる。広い空間だと、中身がすべて出てし
まうという感覚があるようで、これは、感覚の過敏性があることによるところもあるのだ
が、排泄に恐怖感がある。そのために、包まれた状態でないと怖いという状態が続いてし
まう。その状態のまま、無理やりトイレット・トレーニングをしてしまうと、絶対に出さ
ないという方向にいってしまうことが多い。そうすると、肛門の出口付近で固まって石の
ようになってしまい、本人としては、我慢しやすい状態になる。しかし、実際にはその固
まりが少しずつ崩れていくということが起こり、いつもパンツが汚れているということに
なってしまう。このような状態になると、排泄（大）を自立させるのはかなり面倒なこと
になり、学童期まで引きずってしまうことが多い。
　⑵　食事
次に、食事であるが、自分で食べないという子もいるし、自分で食べるが好き嫌いをし
て頑固な偏食が直らないという子もいる。偏食は、感覚の過敏性が元になっていることが
多い。色んな食べ物を安全に食べるという練習をしていない。咀嚼・嚥下するということ
が、うまくできないと、食べるときに、安全でない感じというのが学習されてしまう。そ
うすると、危ないものを食べない、危ないものに似たものは食べない、さらに絶対に安全
だったものしか食べない、というようになって、偏食が広がっていく。
家庭のやり方が加わって、さらにひどくなることもある。あるものを食べるからといっ
て、そればっかり３食毎日同じものを食べさせると、３ヶ月くらいでぱったり食べなくな
る。恐らく飽きるのだろうが、そうすると、また食べるものがなくなる、という事態が起
こる。
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　⑶　着替え
着替えをすることの根本的な意味が分からないために、着替えないという子どもたちが
いる。この子どもたちには、触覚の過敏性があることが多い。皮膚の上に何かが乗ってい
るという感覚が、タワシでこすられているような、かなり強い刺激に感じられることもあ
るようだ。全体的に過敏な場合もあるし、部分的なこともある。また、体が締め付けられ
る感覚が嫌いな子どもも多い。パンツ嫌いもわりと多い。成長した子どもたちに聞くと、
成長とともに少しずつ鈍感になっていくようだ。
また、排泄を教えるときに、パンツ脱いで、というとそのままでいることが多い。世の
中のルールとして、裸をさらしてはいけない、ということがあるのを、一刻も早く教えな
ければいけない。そのためにはとにかくすぐにパンツをはかせる、ということを根気よく
続けることである。
着替えが苦手なもう１つの理由は、手先の不器用さである。掴む力が弱いので、引っ張
れない。手を上に上げることも上手でないので、脱げない。着替えも遅い。学童期になる
と、身辺面についての授業はないが、できるものとして要求される。時間に間に合わせて
素早く着替える、年齢が大きくなるとタオルを巻いて周りに見せないように着替えるな
ど、どんどん高度な要求がされるようになる。基本的に着替えるということの意味や社会
のルールといったものが、年齢と共にきつくなっていくが、それが自然には入っていかな
い。着替えの問題は、かなり長い間引きずっていく。
　⑷　身辺自立の遅れによって影響を受ける社会参加
このような身辺自立の遅れは、それ自体の問題だけではなく、後の社会参加にも影響が
ある点に気をつけなければならない。例えば、排泄の自立が遅れることは多いが、ある程
度はできるようになる。ただ、絶対に外ではしない、というような子どもが一部残る。こ
のタイプの子どもは、排泄したくないので外で飲み食いしないことが多い。そうすると、
空腹や渇きが苦痛になり、外に出ない、ということにつながってしまう。あるいは、排泄
を我慢する、という方法を身に付けてしまうと、止め切れなくて少しずつ漏れるというこ
とが起こり、学童期に相談に訪れることになる子どももいる。周囲は、臭いなどで気付く
が、案外本人は気づいていないこともある。
このように、乳幼児期の子ども自身による独自の身辺自立方法を放置してしまうと、次
の段階で問題を引き起こしてしまう。そのため根本的な問題に気付かないで、目の前に出
てきた問題を解決しようとしてもうまくいかないということが起こる。また、できていな
いことをネガティブに評価されてしまう環境に出ると、その後社会参加をしないという方
向になってしまう可能性が高い。
以上のように身辺自立は、集団生活を送る最低限の条件として必要なことである。とこ
ろが、幼児期の保育園・幼稚園では、すでにある程度身辺自立ができていることが前提
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で、社会生活を経験させることを主眼にしている。そのため、みんなと一緒に動けている
か、というところはチェックをするが、身辺自立については、出来ていないときにだけ
チェックが入るだけで、きちんと完成させるような働きかけは薄くなる。
　⑸　不完全な身辺自立の影響
ここまで挙げたような例は、かなりはっきりしているが、隠れたサインも見逃さないよ
うにしたい。例えば、食べる動作をよく見ると、とても下手である。しっかり持てないの
で、かなり力を入れていることが多く、そうすると疲れてしまうのですぐにスプーンを置
いてしまう。園でこのような子どもの発見が遅れるのは、この子どもがスプーンを置くと
きには、すごくしゃべっていることが多いからである。そうすると、一見、とてもお友だ
ちが好きな子どもで、おしゃべりに夢中になってしまって、食べるのが遅くなる、という
ように見なされ、大きな問題と見なされない。
また、スプーン使いが下手ということを、かきこむということで解決しようとする子ど
ももいる。よく噛んで飲み込む、という動作が苦手な場合も多いので、入るだけ口に入
れ、水分で流し込むということになる。そうすると、食べる量の判断ができていないの
で、食べすぎで太ってしまう。この影響として、体を動かすのが億劫になり、身体動作が
うまくできない、ということになる。
特に男の子の場合、小学校高学年になってくると、スポーツができないと子どもたちの
間での社会的地位が落ちてしまう。中学生になっても、スポーツのチーム分けをするとな
ると、周囲から嫌がられている雰囲気が出てきてしまう。それが分かるような程度に発達
していると、社会参加しない方向に行ってしまう。運動ができないならば何か取り柄があ
ることで回避できることも多いが、やはり男の子は特に運動ができるように意図的な働き
かけをしておいてあげる必要があるだろう。女の子の場合は、運動が苦手、ということは
さほどネガティブには評価されない。
保育園や幼稚園でもそうだが、特に小学校に行くと、不完全な身辺自立の影響が出てし
まう。同じ年代の子どもたちに比べると遅い・下手、ということが目立ってくる。
４．遊び
社会性が重要な時期に入るころ、群れで動くことが上手にできない。みんながいるとこ
ろに入れない。入るタイプもいるが、みんなと同じようにはやってないか、違うこと・余
分なことをやることが多く、目立ってしまう。
遊びは、相手の状態で臨機応変に変えていく要素が大事だが、この子どもたちは、全く
同じことを再現しようとする。遊んでないか、遊びが限られている。隅のほうをふらふら
と探索していることもある。ルールのある遊びをしようとしても、自分のルールで遊ぶの
で、やり取りなどが学べない。
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　⑴　感覚遊び
遊べない子どもは、何をしていいのか分からない。自分の好みのものを眺める、という
ことはしている。戸の回転部分などをじっと見ているなど。赤ちゃんの最初に遊ぶもの
は、見て遊ぶもの（吊ってあるおもちゃ、モビールなど）であるが、そのままになってい
る。本をじっと見ている子どももいる。文字がわりと読めたりすることもある。カタログ
や電車図鑑といったものをじっと見ている。こういうのは、見るという遊びが発展してい
る。少し操作が入るが、水の流れる様子や排水溝の渦巻きをずっと見ていたり、水を飛ば
してずっと遊んでいたり、砂場にいるんだけれども、砂を飛ばしているだけだったり、な
ど見ているだけ、感触を楽しんでいるだけ、ということもある。
このようなことを群れから外れてやっていると気付けるが、群れの中でやっていると分
からないことが多い。いつもではなく、時々、という子どももいる。一連の流れの中から
唐突に出てくるように見える。いつもそれだけ、同じスタイルでという遊び方をする。そ
うすると、お友だちがついていけない。
　⑵　勝敗のある遊び
勝ち負けがつくと、絶対勝たないとパニックになる。その子どもが入ってくると、みん
なが楽しくなくなってしまう。小学校低学年までこのような状態が続いていく。高学年に
なると、遊ぶというスタイルが変わってくる。きちんとルールのあるスポーツなどの遊び
となると、わりと適応できる。年齢の低い子どものぐちゃぐちゃの遊びは分かりにくい。
身体運動がうまくないので、チームから嫌がられる。
勝ち負けにこだわるということは、自分が気分良くなるために遊んでいる。気分がよく
なる人がいれば、気分が悪くなる人もいることを教えなければならない。子ども同士で対
戦させて「この子は負けるのが嫌で機嫌が悪くなるから負けてあげてね」と耳打ちするの
はやってはいけない。発達障害系の子どもが有利な遊びは、目で分かり、ルールがはっき
りしているものである。年長くらいになれば、例えば盤上のゲーム（オセロ、将棋など）
は、体力も巧緻性もいらないのでよい。このようなゲームで気に入ったものがあれば、最
初は大人が一緒に遊ぶ。大人は勝ち負けを調節できるので、勝たせてあげる。すっかり
ゲームにはまって、パターンに入ったら、大人が実力で勝つ。そうすると、負けたといっ
て癇癪を起こすが、その時点ですべて中断する。その後、ゲームがしたいと言ったら「負
けても怒らない」ということを約束させ、癇癪を起こすと続けられない、ということを徹
底していく。そうすると、負けてもいいからゲームをしたい、というようになる。大人が
介入して遊びを教える必要がある。
　⑶　ルールの理解
子どもの中に入れておくと、色んなことを覚えるだろうと思ってしまうが、特に小さい
うちは、ルールがぐちゃぐちゃですぐ変わるので、ルールが分からなくなる。大人が、適
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切にルール・スキルの指導をすることが必要である。
子どもの中のルールというのは、暴力で強いもの勝ちというところがある。特に年齢が
低いと、力があるもの勝ちというルールがある。このルールですんなりきてしまうと、学
童期になって、すぐ暴力を振るうといった問題行動として残ってしまう。
幼児期は、みんなの中に入っていればいいということではない。集団に入っていくため
のスキルとして重要なのは、この場では、どういうことをしろという指示がきているの
か、という情報をまず得ることである。単に集団に入るだけだと、無理やり入るだけ入っ
てくる。そして、力でものをいわせ、周囲の社会性のある人が遠慮して好きにさせてしま
う。周りの人々は、自分を気分良くするためにいる、と思ってしまうと、指示を出す人に
対して強い反発を覚えてしまう。自分がその他大勢の一員であることを分からせないとい
けない。教室で、手も挙げずに発言、好きに動くということになり、注意をする先生に対
して反発が生じる。
ルールを理解するということの１つに、物の共有ということも入ってくる。みんなの
物、ということが分からない。家では、おもちゃは自分のおもちゃであって、誰か大人に
取られることはない。共有するということは、園に入って突然のことになる。自分の所有
物には友だちが手を出さない。お互いそれぞれの所有権がある、ということが分からない
と、共有と意識できない。
　⑷　物を奪われないようにする
見る力が弱いので、奪いに来る人がいる、ということを認知できない。周りの人たちが
見えてない。普通は、友だちが寄ってきたと思うと、ガードすることができるのだが、手
元だけしか見ていない。しかも、握る力が弱いので、すぐに取られてしまう。本人の世界
からいうと、突然目の前から物が飛んで消えていってしまう、ということになる。多少は
抵抗するが、取り合いにはならない。お友だちにおもちゃをすぐに渡してしまう優しい子
ということではなく、自分で守ることができない、取られる一方の生活をしているという
ことである。
そのうちに、人が来ると物がなくなる、というように学習すると、とにかく人が来ると
排斥するという方向に動く。そうすると、単なる通りがかりであってもたたく、というこ
とが起こってしまう。自分の所有物ではなく、みんなで使う、ということが分からないた
めに、非常にこだわりのある難しい子どものように取られてしまう。
まだ、見る力が育っていないうちは、大人が、おもちゃが消えていかないように介入し
て、園は安全におもちゃで遊べるところだということを保障してあげる必要がある。例え
ば、他の子どもが侵入せずにその子どもが遊ぶエリアを確保して、今日はこのおもちゃで
遊ぶ、と決め、そのおもちゃにマークを付けてあげる。そして、もしそのおもちゃが他の
子に取られてしまったら、「このマークが付いているから、○○くんに返してあげてね」、
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といって返してあげる。とにかく、わけのわからないまま物が消えるという状況を解消し
て、本人が、園はいいところだ、と安心できるようにする。安心すれば、周りを見ること
もできるようになっていく。
こういったポイントで目だってくる変わった子どもは、何かができない、遅れがあると
いう子どもとは違う。それぞれがどんなことを学習してきたかによって、どういう風に変
わっているかは異なる。適応できない子どもたちが最後に使うのは、やらない、というこ
とである。
５．思春期
　⑴　学習面
そこそこ力があって、発見されずにきた子どもたちは、中学校で不登校になってしまう
ことが多い。学習がうまくいかないことで躓いている。中学校まで行っていれば、それな
りに学力がついていると思いがちだが、実際には字が書けていない子どもが多い。ところ
が、中学校になると書かないといけない量が非常に多くなる上にノートのチェックといっ
て提出させるようになり、評価の対象になる。そうすると、小学校のときよりも、成績が
ぐんと下がってしまう。だが、本人はなぜ下がったのかが分からない。また、成績が数字
で明らかになってしまう。
手の操作がよくなくて、他の子ども同じように書けない、運動ができないと部活で活躍
することもできない、となると、みんなの中での評価が低い。その上に排泄の自立に困難
を抱えているなどがあると、なんとなく不潔、なんとなく挙動不審ということになりやす
い。そうすると、社会参加できない（しない）方向になっていく。
　⑵　対人関係
また、中学生くらいは、他人に厳しい時期、誰もが余裕のない時期であり、また学習面
や進路の面でもプレッシャーがかかってくる時期でもある。そうすると、小学校の頃は、
「あいつは、あんなやつだよね」ということで、なんとなく受け入れられたり、カバーし
てくれたりする友だちがいたが、手間がかかって自分にとってメリットがないとなると、
見捨てられてしまう。さらに、ストレスを抱える中学生が多い現代では、イライラの捌け
口にされてしまうことが起こる。昔おもちゃを取られたように、訳の分からないまま色々
なものを取られたり、異性をからかうような役をやらされたり、物やお金を取ってこさせ
られたりする。
部活に入ってないと、単独で動くことになる。小学校時代に、ようやく集団に入れるよ
うになったので、集団に入っていることを非常に大切だと思っていることが多い。だが実
際には、普通の中学生は忙しい。遊んでいるのは、普通じゃない、勉強をして先につな
がっていくということがない子どもたちである。その集団に入ろうとするので、上のよう
なことがよけいに起こってしまう。学校の先生は、問題なく登校している、友だちの間に
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入っているという認識の場合が多い。
困った友人関係に関わってしまうことを防ぐためには、子どもを忙しくさせる。困った
子どもたちと接触させないために塾に行かせる。周囲が問題だと思って手助けをすること
と、本人が一番嫌だと思っていることがずれていることもよくある。集団から離れている
子どもは、いじめなどからは安全である。しかし、離れたままにしておくと、独自の路線
で偏った世界にいってしまうことがある。そのような子どもたちは、大人が話してあげる
ことが重要である。こういう本を読むといいとか、将来像とかそういったことを話して、
全うな世界観を作っていくことが必要である。
高校生くらいになると、本来の意味での友だちとの交流ができるようになってくる。中
学生くらいまでは、大人の介入がずっと必要である。
６．まとめ
大きくなった発達障害を持つ子どもたちに話を聞いていると、やはり、小さいときは、
分けがわからないで翻弄されていたとか、大人が言うルールを、みんなが守っていないこ
とが気になって仕方がないことなど、いわゆる定型の子どもたちとの違いについて話して
いることがある。また、大人数での授業でやっていくことは難しいとか、小学生くらいな
ら、社会奉仕の活動をやらせて、人にありがとうと言ってもらう経験をしっかりさせた方
がいいとかいったことを言っていることがある。
幼児の段階で、何の助けもなく集団に放り込むと混乱する。大人がしっかり介入し、人
と関わることはいいことだと思えるような環境を作ることが必要である。色々と不完全な
面がとても多いということを前提にした介入が必要である。幼児期に身辺自立をしっかり
させておかないと、社会参加に影響が出てしまう可能性がある。乳児の時期にひっかかっ
たことが、幼児期の身辺自立に出てくるが、乳児期については、まだまだ介入は難しい。
４）第４回　現状把握シートを書いてみよう
５）第５回　現状把握シートの使い方
６）第６回　実際の場面での保護者への対応
７）第７回　やりとりシートの使い方とまとめ
（講師：石川道子）
第４回から第７回までは、現状把握シートとやりとりシートを用いて、実習とより詳し
い解説が行われた。
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８）　第８回　 西宮市子育て総合センター家庭療育等支援講座　ペアレント・トレーニン
グの取り組み
（講師：須貝香月）
西宮市にある、子育て総合センターで開催されている家庭療育等支援講座ペアレントト
レーニングの取り組みについて話題提供があった。この講座は、兵庫県発達障害者支援セ
ンターのクローバーからの支援・協力を得て実施されている。この講座の実施状況につい
て、参加状況や講義内容のポイントについて資料を用いて説明された。
また、今後の課題として、西宮市内での発達障害児・者への支援の体制や組織につい
て、整理の必要性があるということが質疑応答の中で出された。
⑶　「子どもの発達」を学ぶ会2010の評価と今後の計画
₂₀₁₀年はペアレント・トレーニングを中心に、専門職者がどのようにして家庭・親（保
護者）へアプローチしていけるのか考える機会を持った。
参加者は、主に西宮市の保健師、保育士、療育施設の職員であった。子どもに関わる専
門職の方々が、子どもだけではなく、親にどのように関わっていくのか、また、親がどの
ように変わっていけば、子どもにとってより快適な環境を用意できるのか考える機会を提
供できた。
子どもの育ちと学びをつないでいくには、さらに学校現場の理解が必要である。次年度
は、育ちと学びをつなぐということを念頭にどのような支援が可能か考えたい。
注
１）　 ただし、中にはいいところを次々に書ける人もいる。講座の運営上は、そういう
人が流れをかき回してしまうことがありえるので、注意する必要がある。また他
にも、精神疾患が疑われるような人が入っていて、話し出すと止まらなくなって
しまうなどの事態が起こると、進行が難しくなることもある。最初の時点で、ど
のような参加者がいるのかよく見極めることが必要で、進行にあたってもペアレ
ント・トレーニング内での話題に制限するなどの枠をつける工夫が必要である
２）　 発達障害を持つ子どもたちは、このような暗黙の謙遜のルールを理解・実行する
ことが難しい場合が多いことにも同時に留意しなければならないだろう。
３）　 発表を求められると、書けていないのにその場で考えて長々と話すことがある。
このように答えることができている場合でも、書けていないことを指摘する。文
章化して人に伝えることは、難しいことだということを、母親自身に実感しても
らうことで、普段子どもに難しいことを要求しているのだと知らせる意味もあ
る。また、宿題としてワークブックを書いてきてもらうことで、毎日計画的に課
題をこなすことは難しいということも併せて指摘することができるだろう。
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４）　 進行上は、母親自身のいいところを発表してもらうことから始める。回を重ねる
と「この講座に来ていること」がよく出てくるようになる。「お花に毎日水を遣っ
ている」など、とにかく小さなことでよいので、毎日継続していることを出して
もらうようにする。
５）　 ペアレント・トレーニングを実施するとき、講義をしているだけでは単に聞きま
した、というだけになってしまう。動機づけを維持していくために、ペアを作っ
て話をしたり、ロールプレイングをしてみるなどで、経験を共有するのは有効で
ある。ただし、参加者が他者との交流に耐えられる人たちであるかどうかには、
十分注意を払う必要がある。
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